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 「俳句における日本の 「和」 の文化」（グエン・ヴー・クイン・ニュー）
③2015年8月23日、言語学学院主催の国際言語学セミナー
 「俳句における余白」（グエン・ヴー・クイン・ニュー）
④2013年12月20 〜 24日、ホーチミン市国家大学人文社会科学大学言語文学
学部・国際交流基金主催のシンポジウム「21世紀のグローバル化時代にお
ける日本とベトナムの文学研究」
 「現代日本社会における俳句発展の傾向」（グエン・ヴー・クイン・ニュー）
 「俳句──文化の架け橋」（グエン・ティー・マイ・レィエン）
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 「俳句と六・八詩、五言絶句、ガザルの技法の比較研究」（グエン・ティー・
マイ・レィエン）
⑤2011年11月8 〜 9日、ホーチミン市国家大学人文社会科学大学日本学部主催・
国際交流基金後援セミナー「日本とベトナムの「文明開化」の比較研究」
 「俳句から見た日本人の文明的なマナーの印象」（グエン・ヴー・クイン・ニュ
ー）
⑥2011年12月6 〜 7日、ホーチミン市国家大学人文社会科学大学言語文学学
部主催・国際交流基金後援セミナー「日本とベトナム文学──東アジアの視
点から」
 「川柳とベトナムの民謡における笑い」（ニャット・チエウ）
 「百人一首における皇帝女子俳人」（チャン・ティー・チュン・トアン）
 「ベトナムにおける俳句形式「五-七-五」の変形」（グエン・ヴー・クイン・
ニュー）
 「俳句と六・八詩を考える」（グエン・ティー・タイン・スゥアン）
 「ベトナム語の俳句に見る日越文学交流」（グエン・コン・リー）
 「ベトナムの禅の詩と日本中世俳句における詩形」（ファン・ティ・ホン）
⑦2010年3月23 〜 24日、ホーチミン市人文社会科学大学言語文学主催セミナ
ー「日本と漢字文化圏諸国（ベトナム・中国・韓国）の文学における近代化（19
世紀末から20世紀初まで）」
 「正岡子規と現代俳句」（グエン・ヴー・クイン・ニュー）
 「台湾における俳句」（グエン・タイン・フォン）
 「日本の新誌（短歌、俳句）」（ファム・スァン・グエン）
3.3. ベトナムの俳句クラブによる俳句研究増加
　日越俳句コンテストを開催してから、俳句に関心を持つ者が増え、俳句はブー
ムとなった。2007年にホーチミン市俳句クラブ、そして2009年にハノイの俳句
クラブ、2015年には中南部のニャ・チャン俳句クラブが創立された。その後、
他の地方、各大学でも俳句クラブが設立された。各俳句クラブでは、作句だけで
はなく、俳句への理解を深め、俳句研究も盛んになっている。
　各俳句クラブは、会員が作句しながら、俳句の知識、感想を共有するため、配布
用の年刊俳句冊子を発行している。また俳句研究等の短文が増えている。近年、こ
の年刊俳句冊子に見られる俳句研究テーマの主要課題は下記のようなものである。
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日本人の著名俳人：芭蕉、蕪村、子規、猟官、日本の女流俳人の俳句
俳句における美意識：禅、ものの哀れ、俳句のひとつのイメージ等
ベトナムにおける俳句の受容：ベトナム語の俳句名の考え、オープン俳句、改
新俳句、越俳句
ベトナム語の俳句：句形・季語の無視、音韻重視、国内化俳句、ベトナムの伝
統詩の中の俳句、ベトナムのイメージ
日本語俳句からベトナム語に訳する課題：越語の俳句は2行詩か3行詩か、
5-7-5句形導入必要、俳句の翻訳問題
俳句の国際化：世界で普及している俳句を紹介する。
日本現代の俳人：世界俳句協会の俳人の俳句を紹介する。
ベトナムの女流俳人について
俳句の生態
　2015年までには、ホーチミン市俳句クラブ及びハノイの俳句クラブの年刊俳
句冊子に投稿された俳句研究作文のテーマは様々である。日本の俳句についての
研究テーマもあるが、ベトナム語で作句するための知識やテーマがより多く研究
されている。「越詩における俳句」、「ことわざとカ・ゾウ（ベトナム民謡）の林か
ら見慣れない花が咲く」、「俳句からの新日光」、「ベトナム人による作句」、「探求
及び肯定中のベトナムの心の俳句」、「俳句の朗読と創作の幸せ」、「越俳句のシラ
バス研究」、「ベトナムへの俳句導入」、「俳句─3行なのか？」、「俳句、ベトナム
の六・八の詩のリズムとベトナム語の俳句のリズム」、「越俳句を探す」、「俳句を
作るベトナム人」、「俳句におけるベトナムの心」、「ベトナムの伝統詩の中の俳句」、
「松尾芭蕉と香りの原理」、「俳句：詩形、言葉表現（形容詞なし）」、「日本古典俳
句技法特徴」、「日本俳句を研究」、「川柳と俳句」等である。
4. 「質の高い成長」と今後の研究課題
　グローバル化の進展に伴い、俳句は世界に普及し、ベトナムの俳句研究も充実
されていくことを願っている。日本語学習者が急増しているベトナムにおいて、
日本研究に関心を持つ人々にとって、日本文化・文学の研究を発展させるには、
俳句の研究は不可欠である。ベトナムにおいて俳句の普及に伴って、俳句研究が
増加していることは確かである。
　俳句クラブの会員は俳句への興味・関心が非常に高く、俳句ブームの高揚に貢
献している。また、日本の俳句に関する豊かな知識をもち、研究論文のレベルも
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高い。ただ、ベトナム人の俳句研究者で、日本語で直接研究する人はまだ少ない。
研究者のほとんどは、英語かフランス語を通して研究している。日本語能力のあ
る俳句研究者が少ないのが現実である。
　また、ベトナムでは、日本語文学、特に俳句に関する参考文献が不十分であり、
俳句の教材、資料に触れることは未だ十分ではない。そのため、日本俳句を専攻
するカリキュラムを持っている大学がほとんどない。このような状況の中で、日
本語能力の限界、日本語の俳句集と研究資料に接することが困難なため、俳句の
翻訳出版も少ない。紹介した数少ない出版物及び研究論文は俳句の概要を紹介す
るだけであり、今後、俳句を専門的に研究する書物の刊行が期待される。
　俳句の知識を浅く広く有しているものの、俳句をよく知る知日家や日本研究者
の形成にまで繫がっていない。また、俳句を含む文学作品の翻訳出版は量的には
まだまだ少ない。また、ベトナム語訳の場合は英語等の第三言語に依存している
のが現状である。今後は、重訳ではない直訳、著作権を適切に処理した出版が望
ましい。
俳句の知識をより深めるために、日本人の俳句研究者、専門家と連携して研究を
進めるべきであろう。日本からの官民連携による積極的で本格的な研究支援が不
可欠である。それによって、ベトナムの俳句研究の発展に役立ち、日本研究全体
の発展に貢献できるものと思われる。
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